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節
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、
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ドマツ、ツツジ、ナナカマドなど

約 2百本が柚えられました。(・写真)ー

門然休後十4はみなさんのいこい

の広場です。 このいきいきとした

白快の草木をみんなでたいせつに‘、、、
していきたいものです。 供



J

道
路
や
農
業
基
盤
の
整
備
に

道々八程一今金線(ま今金

橋から八東方面に鉱幅直良

国道277号線神丘地区
の静道は目名橋まで延長

てJ，>%t，

し
つ
け
は
心
身
の
発
達
に
応
じ
て

国
道
二
七
七
号

、パ

L
'
i
y

線
は
、
こ
と
し
も

包
括

E」
交
通
安
全
を
重
点

/

{

¥

に

総

事

業

賀

二
億

一
千
万
円
で
務
怖
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

歩
行
者
の
保
被
ル
白
的
に
促
進
さ
れ

て
い
る
国
道
沿
い
の
歩
退
薪
設
は
、
神

丘
地
区
干
灯
、

目
名
栃
と
花
石
の
小
金

織
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
道
路
舗

装
の
補
修
は
主

T租
川
間
千
百
口

住
吉
地
区
二
千
H

川
、
美
利
河
地
区
二
千

子
ど
む
に
対
す
る
交
通
安
全

の
し
つ
け
は
、
阿

一
的
で
は
主
く
、
心

身
内
発
述
に
応
じ
た
方
法
で
行
う
の
が

理
想
的
で
す
。
そ
の
た
的
に
は
、
子
ど

も
的
特
性
を
よ
く
知
っ
て
お
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

子
ど
も
は
、
好
寄
心
が
強
く
術
動
的

で
、
国
己
中
心
と
い
わ
れ
る
亙
刷
、
判

断
力
、
佐
官
力
が
ま
だ
十
分
附
加
わ
っ
て

お
句
ず
、
安
全
知
識
も
不
十
分
で
す
。

そ
の
い
く
つ
か
の
例
を
あ
げ
ま
す
と

【考
え
や
行
動
が

一
面
的
】

踏
み
切
り
で
列
車
内
通
過
を
待
っ
て

い
る
と
き
で
も
、
向
こ
っ
側
に
母
親
の

姿
を
見
つ
け
れ
ば
、
一
目
散
に
か
け
出

し
た
リ
し
ま
す
。
住
窓
力
が
一
ヵ
所
に

集
中
し
、
凹
方
に
ρ

適
正
配
分
。
す
る

こ
と
が
な
か
な
か
で
き
ま
せ
ん
。

〔物
事
を
単
純
に
し
か
理
解
で
き
な
い
〕

抗
色
い
旗
を
あ
げ
れ
ば
、
あ
る
い
は

侭
号
が
行
に
な
れ
ば
、
車
は
必
ず
止
ま

る
も
の
と
思
い
こ
む
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

母
親
と
い
っ
し
ょ
に
横
断
し
て
い
て
、

子
ど
も
だ
け
が
事
故
に
あ
う
ケ
ー
ス
が

多
い
の
は
、

t
H
H
h
A
T
J
に
弘
っ
た
か
』
つ
と

い
っ
て
車
の
止
ま
る
の
を
確
惚
し
な
い

ま
ま
走
り
出
す
か
句
で
す
。

{気
分
が
変
わ
り
ゃ
す
い
〕

'"Jっ、し、
Jィのな

号参 v

ミー

学校単位で実地訓練

春の交通安全青空教室

μ
の
ほ
か
数
個
所
が
行
わ
れ
ま
す
。

開
発
道
々
八
雲
1
今
金
線
は
総
事
業

費
四
億
円
が
投
入
さ
れ
、
日
進
地
区
二

千

μ、
国
代
地
区
平
三
百
二
十
以
の
舗

装
の
ほ
か
、
道
路
改
良
で
は
日
進
地
区

千
百
五
十
H

川
、
八
束
地
区
八
百
リ
ペ
田

代
地
区
千
三
百
二
十
幻
が
実
施
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
今
令
時
制
|
鉄
骨
泊
踏
切
ま
で

の
四
百
H

川
町
舗
装
補
修
、
日
進
橋
町
補

修
も
行
わ
れ
ま
す
。
長
年
計
画
の
H
M
牧

|
美
利
河
横
断
道
路
は
、
事
業
費
五
千

万
円
で
六
百
幻
が
開
設
さ
れ
ま
す
。

一
般
道
々
で
は
、
旭
台
l
l
今
ゐ
絞
め

八
束
地
区
千
四
百
二
十
五

μ‘
光
ム

T

種
川
線
の
種
川
地
区
千
幻
の
改
良
と
、

金
原
1
今
舎
磁
の
金
原
地
区
も
昨
年
に

続
き
千
六
百
幻
が
舗
装
さ
れ
る
主
ど
、

総
事
業
費
一
億
一
千
万
円
が
計
上
さ
れ

て
い
ま
す
。

一
級
河
川
後
志

利
別
川
町
改
修
事

業
は
総
事
業
輩
且

億
二
千
四
百
万
円

で
中
流
部
田
代
、
鈴
金
地
区
の
築
堤
が

継
続
施
工
、
本
年
完
7
の
種
川
鉄
道
橋

の
ほ
か
、
懸
案
の
ト
マ
ン
ケ
ン
鉄
道
橋

が
三
年
計
画
で
本
年
度
着
工
し
ま
す
。

直
轄
事
業
の
美
利
河
ダ
ム
は
、
四
年

次
を
迎
え
地
質
、
補
償
調
査
を
主
と
し

た
喜
許
画
調
主
賢

一
億
六
千
万
円
が

計
上
さ
れ
、
多
目
的
ダ
ム
と
し
て
本
格

的
な
調
査
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

中
小
河
川
で
は
、
昨
年
に
続
き
オ
チ

ヤ
ラ
ツ
ベ
川
九
百
灯
、
チ
プ
タ
ウ
ン
ナ

⑦ 
調
停
で

納
得
で
き
る
解
決
を

金
を
貸
し
た
が
返
し
て
く
れ
な
い
。

貸
し
た
家
F

を
明
渡
し
て
〈
れ
な
い
。
交

通
事
故
の
話
し
合
い
が
つ
か
な
い
。
税

子
や
失
続
的
川
が
う
ま
く
い
か
主
い
。

治
産
分
州
内
話
し
合
い
が
ま
と
ま
ら
な

い
|
主
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
争
い
や
請
求

は
、
訴
を
お
こ
し
裁
判
を
受
け
る
と
よ

い
の
で
す
が
、
そ
の
手
続
き
に
は
法
律

知
識
を
必
要
と
し
ま
た
山
口
周
や
時
間

も
か
か
り
ま
す
。
そ
の
ヲ
え
法
廷
へ
出

て
争
ワ
こ
と
も
親
せ
き
や
昔
な
じ
み
の

間
柄
で
は
、
は
ば
か
れ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
主
場
合
、
手
軽
に
早

く
話
し
合
い
綴
り
合
っ
て
納
得
で
き
る

解
決
を
詰
っ
て
く
れ
る
の
が
調
停
で
す
。

調
停
は
裁
判
官
と
調
停
委
只
と
当

事
者
が
膝
を
つ
き
合
せ
て
話
し
合
い
、

納
得
ず
く
で
解
決
す
る
の
で
す
か
ら
、

法
集
請
で
は
片
付
か
な
い
妙
味
も
出
せ

る
わ
け
で
す
。
し
か
も
、
調
停
が
成
立

し
、
そ
の
条
取
を
記
帳
し
た
例
仲
捌
山
口

は
確
定
判
決
と
全
く
同
じ
効
力
が
あ
リ

ま
す
。
開
停
は
、
手
軽
主
手
続
き
と
安

い
費
用
で
紛
争
を
解
決
す
る
制
度
で
す

か
ら
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
(
相

談
は
無
料
で
す
)
巾
し
立
て
る
方
法
ゃ

く
わ
し
い
こ
と
を
説
明
い
た
し
ま
す
。

瀬

棚

簡

易

裁

判

所

函
館
塞
庭
裁
判
所
瀬
棚
出
張
所

屯
話

(瀬
棚
)
三
O
二
番

( 2) 

イ
川
(
今
金
地
区
)
肉
用
地
及
ぴ
補
償

が
行
わ
れ
ま
す
。
小
規
模
河
川
で
は
、

利
別
川
(
中
里
地
区
)
下
ハ
カ
イ
マ
ソ

プ
川
(
樋
川
地
区
)
田
代
川
(
団
代
地

区
)
な
ど
千
百
五
十
灯
が
改
修
さ
れ
、

総
事
業
費
は
四
億
四
千
万
円
で
す
。

農
業
の
確
立
に

¥
i
iジ

主
導
的
役
割
を
来

一
農
業
一

す北検出凶品か

/

|

¥

ん

ば

い
事
実
は
、

こ
と
し
も
左
岸
四
億
五
千
万
円
、
右
岸

八
億
円
同
大
型
予
算
で
推
進
さ
れ
ま
す
。

左
岸
で
は
、
第
二
幹
線
用
水
路

(愛

知
)
延
長
三
千
灯
、
排
水
路
(
鈴
金
)

千
四
百
H
M
O

右
岸
で
は
其
駒
内
余
水
吐

工
、
取
水
施
設
な
ど
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

二
年
次
を
迎
え
た
国
営
今
金
東
部
地

区
農
地
同
発
器
業
は
、
ニ
干
万
円
で
用

地
地
形
土
地
資
源

・
水
質
な
ど
の

基
本
調
査
が
進
め
ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に

道
営
団
代
地
区
農
地
繍
発
事
業
は
企
蒜

稲
積
九
ニ
・
二

C
の
実
施
設
計
制
査
が

九
百
万
円
で
、
母
事
八
束
地
区
刷
場
前
詑

備
事
業
は
、
本
年
実
施
設
計
を
終
了
し
、

一
億
三
千
万
円
で
馬
場
川
水
系
南
原
の

一
部
一
九

・
六
伝
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、

道
官
怠
業
向
白
石
第
二
股
免

道
路
は
五
千
七
百
四
十
万
同
で
千
百
三

十
八
日
川
町
路
盤
改
鳥
昨
年
苅
工
し
た

官
木
地
区
山
村
基
幹
脱
退
は
千
六
百
万

円
で
二
百
三
十
四
幻
の
路
盤
改
良
と
僑

梁
一
ヶ
巧
日
進
地
区
閥
拓
地
路
は
四

千
五
百
万
円
で
千
五
百

μ
の
路
盤
改
良

が
そ
れ
ぞ
れ
整
備
さ
れ
ま
す
。

交交通事故のご相談はご遠慮なく札幌棺談センターへ

女平日l立午前9時半から午後4時半まで(土曜日は正午まで〕

育専門の相談員ガ親身に怠ってご相談に応じます。

女弁護士相談日包週木曜日午後サ時-4時

無料相談

札幌自動車保険請求相談センター

電話 (011)251-3731.281-2221番

(3) 

日本損害保険協会

札幌市中央区北3条西3丁目富士ビル4指



新
た
に
美
利
河
、
種
川
駅
を
無
人
化
に

国
鉄
瀬
棚
線
の
合
理
化
、
内
容
を
正
式
発
表

国
鉄
の
貨
物
近
代
化
計
画
に
基
づ
く
合
理
化
で
瀬
棚
総
全

駅
の
貨
物
取
り
扱
い
を
版
止
す
る
こ
と
に
対
し
て
一は
、
昨
年
十

一
月

、

群

生

n
反
対
則
史
ぞ
白
紙
撤
凶
の
要
問
を
続
け
ぺ
い

ま
し
た
が
、
五
月
九
日
、
司
副
局
で
は
昨
年
八
月
の
貨
物
令
理
化
に

加
え
、
新
だ
に
三
駅
の
無
人
化
な
ど
を
上
乗
せ
レ
た
瀬
棚
線
の
営
業
体

制
の
改
正
内
容
を
町
に
対
し
て
正
式
に
提
示
し
ま
し
た
。

i
uは
、
本
年
十
円
二
日
の
実
施
を
目
標
に
し
て
い
る
営
業
体
制
の
改
正
内

容
に
つ
い
て
焦
点
を
あ
て
て
み
ま
し
ょ
う
。

今
由
、
刊
同
い
同
が
正
式
に
提
示
し

た
瀬
棚
線
の
営
業
体
制
の
改
正
に
よ

り
ま
す
と
、
ぷ
ロ
型
化
u

は
近
年
7

発
着
町
取
り
扱
い
は
今
金
、
北
桧
山

駅
だ
け
に
な
り
‘
花
石
と
瀬
棚
は
発

送
の
み
を
受
け
付
け
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。背
函
局
は
、
こ
う
し
た
措
置
に
対

L.
次
の
よ
う
な
地
域
サ
ー
ビ
ス
の

改
普
を
図
る
と
説
明
し
て
い
ま
す
。

旅
客
関
係
で
は
①
今
回
駅
只
の
い

な
く
な
る
美
利
河
、
極
川
及
び
丹
羽

各
駅
の
駅
舎
を
改
築
し
、
待
合
室
、

手
洗
い
場
等
を
コ
ン
パ
ク
ト
に
し
た

明
る
い
建
物
に
す
る
②
-
」
れ
ら
三
駅

に
旅
客
案
内
放
送
設
備
と
屯
灯
自
動

占
減
装
置
を
新
設
し
、
列
車
案
内
と

夜
間
利
用
の
利
便
を
図
る
③
花
石
、

北
桧
山
、
瀬
棚
=
一
駅
は
美
観
を
保
つ

た
め
駅
舎
の
務
備
を
す
る
④
長
万
部

1
瀬
棚
問
を
毎
日

一
往
復
ト
ラ
y
ク

を
巡
行
し
て
荷
物
輸
送
の
述
逮
化
を

4 

イ
カ
ー
や
ト
ラ
y
夕
、
辺
路
網
の
発
達

に
よ
り
、
地
域
交
通
事
怖
が
大
き
く
変

わ
り
、
国
鉄
の
地
域
輸
送
に
受
け
持
つ

役
割
が
年
々
減
少
し
て
き
た
た

め
‘
新
し
い
観
点
か
ら
見
直
し
、

駅
の
営
業
の
あ
り
方
を
変
更
す

る
と
と
も
に
、
適
切
な
地
蛾
サ

ー
ビ
ス
の
改
引
を
行
っ
て
地
成

社
会
の
発
展
と
昭
市
宮
内
動
向
に

調
和
し
て
い
く
た
め
の
計
回
で

あ
る
ー
と
し
て
い
ま
す
。

そ
の
具
体
的
な
理
由
は
、
最

近
の
瀬
棚
仙
輔
の
輸
べ
誌
い
川
叫
が
減
少

し
て
い
る
こ
え
そ
の
推
移
で

成じ
会改六
役正月
只内七
に容自
由tを
明今文
す金主下
るilIT拠
。反示

N と
JYI同

図
る
⑤
交
通
安
全
を
図
る
た
め
、
各
地

内
踏
切
改
良
工
事
を
進
め
る
な
ど
を

#
け
て
い
ま
す
。

一
方
.
こ
う
し
た
営
業
体
制
を
改
正

し
た
後
の
各
機
業
務
の
取
り
扱
い
は
、

無
人
駅
で
の
乗
車
券
の
購
入
は
車
内
で

革
訟
が
発
売
す
る
.
指
定
券
の
購
入
は

最
寄
り
の
取
扱
駅
(国
給
、
今
金
駅
等
)

で
乗
車
内
一
週
間
前
か
ら
発
売
す
る
。

定
期
券
の
購
入
も
、
最
寄
り
の
取
扱
駅

で
使
用
開
始
の
二
週
間
前
か
ら
発
売
す

る
。
列
車
案
内
は
、
肱
送
設
備
に
よ
り

隣
接
駅
か
ら
放
送
す
る
。
暖
房
、
除
官

消
叫
聞
は
国
鉄
の
手
配
で
雌
保
す
る
。
荷

物
の
配
達
は
今
ま
で
ど
お
り
配
述
区
域

内
全
部
を
配
達
す
る
。
貨
物
の
取
り
級

い
は
、
八
雲
、
国
縫
に
統
合
す
る
ー
な

ど
を
提
示
し
て
協
力
を
求
め
て
き
た
も

の
で
す
。

<-~、

四
町
で
絶
対
反
対
を
再
確
認

瀬
棚
線
営
業
体
制
改
正
反
対
連
合
期
成
会

昨
年
八
月
十
八
日
、
国
鉄
背
函
局

か
ら
瀬
棚
総
貨
物
取
り
扱
い
廃
止
の

従
示
を
受
け
た
後
、
十

一
月
十
五
日

北
桧
山
町
背
少
年
セ
ン
タ
ー
で
四
町

連
合
反
対
期
成
会
を
結
成
、
反
対
大

集
会
を
聞
き
「
こ
の
計
画
は
過
疎
に

拍
車
を
か
け
、
地
域
開
発
を
阻
害
す

る
も
の
で
あ
り
絶
対
反
対
だ
」
と
の

決
議
を
し
た
こ
と
は
、
広
報
十

一
月

号
で
ご
承
知
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

そ
の
後
、
迎
合
期
成
会
長
役
只
は
、

青
函
船
舶
鉄
道
官
理
局
、
剛
知
事
、
北

海
道
総
局
、
国
鉄
本
社
そ
れ
ぞ
れ
に
反

対
嬰
簡
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
十
二
月

二
十

一
日
に
は
衆
参
両
院
に

一
万
八
千

人
者
名
を
も
っ
て
萌
願
舎
を
提
出
し
て

三
月

一
日
実
施
を
阻
止
し
て
い
ま
し
た
。

今
回
、
青
函
局
が
示
し
た
ぷ
H

型
化
ω
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を旧
老今
入金
の季
家節
に保
改育
修所

は
、
瀬
棚
線
の
一
日
平
均
利
用
旅
客

数
が
昭
和
凶
十
年
皮
肉
二
千
九
百
十

人
に
比
べ
、
五
十

一
年
度
は
二
千
五

百
七
十
人
で
一
二
%
の
滅
。
ま
た
荷

物
発
活
例
数
も
一
日
当
り
四
十
年
度

の
三
百
四
十
一
個
か
ら
五
十

一
年
度

は
二
百
六
十
二
個
で
二
三
%
の
滅
。

貨
物
発
茄
ト
ン
数
で
は
四
百
九
十
，p

か
ら
百
五
十
九
J
で
六
八
%
の
減
と

年
々
減
少
の

一
途
を
た
ど
っ
て
い
る

ニ
と
。
こ
の
た
め
、
同
局
で
は
、
利

用
皮
肉
少
な
い
駅
を
無
人
化
す
る
な

ど
の
合
理
化
を
進
め
る
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。

本
年
十
月
二
日
を
実
施
期
日
と
し

て
い
る
計
画
内
容
は
、
昨
年
八
月

発
表
さ
れ
ま
し
た
瀬
棚
線
全
駅
貸
物

取
り
扱
い
金
協
だ
け
で
な
く
、
新
た

に
美
利
河
-
M
m川
、
丹
羽
の
三
駅
を

駅
員
の
い
な
い
無
人
駅
に
す
る
こ
と

ま
た
、
花
石
と
漏
捌
両
駅
は

n
駅
長
。

は
也
く
が
駅
只
は
泣
か
な
い
と
い
う

も
の
・
こ
の
結
娘
、
茶
口
鹿
川
i
瀬
棚

間
十
駅
の
っ
ち
、
駅
い
H
を
配
置
す
る

の
は
今
金
と
北
桧
山
間
駅
だ
け
と
な

り
、
全
線
の
駅
只
数
は
略
行
の
三
十

九
人
か
ら
二
十
二
人
が
削
減
さ
れ
十

七
人
と
な
り
ま
す
@
そ
の
た
め
、
荷
物

一E
B

一

…
同
叫
す
軍
一

司
結
ま
ま

一

一
受
れ
レ
一

4

金
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て
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W
劃
一

一
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時
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H
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マ
特
例
納
付
の
対
象
と
年
る
人

こ
の
制
度
は
、
国
民
年
金
の
強
制
加

入
の
対
象
に
な
っ
て
い
る
入
、
ま
た
は

か
つ
て
強
制
加
入
期
間
が
あ
っ
た
入
、

(た
と
え
ば
現
在
は
任
盟
加
入
中
)が、

時
効
に
よ
っ
て
、
保
険
料

(掛
け
金
)

が
納
め
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
た
期
間
が

あ
る
た
め
、
年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な

る
人
に
、
も
っ
一
度
保
険
料
を
さ
か
の

ぼ
っ
て
納
め
る
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
、
年

金
を
も
ら
う
資
格
を
つ
け
る
制
度
で
す
。

強
制
加
入
の
対
草
者
と
は
、
揃
山
主

と
か
牒
業
、
自
由
業
な
ど
、
他
的
年
金

制
度
に
含
ま
れ
な
い
峨
般
の
人
と
そ
の

配
似
者
な
ど
で
す
。

時
効
と
い
う
の
は
、
国
民
年
金
の
掛

け
金
を
滞
納
し
て
納
付
期
限
か
ら
二
年

十
円
よ
り
は
訓
日
で
す
が
、
今
後
も
正

規
の
掛
け
金
が
毎
年
引
き
上
げ
ら
れ
る

こ
と
を
考
え
る
と
決
し
て
高
過
ぎ
る
と

は
い
え
な
い
で
し
ょ
う
a

た
と
え
ば
、

大
正
二
年

一
月
生
ま
れ

(六
十
五
成
)

円
未
加
入
の
引
の
人
的
助
作
、
国
凪
辿
加

判
例
が
一

O
O
%も
ら
え
る
資
絡
の
つ
く

十

一
年
分
を
特
例
納
付
し
ま
す
と
、
納

め
る
額
は
五
十
二
万
八
千
円
で
す
が
、

分
割
払
い
が
で
き
ま
す
し
、
納
め
る
と

す
ぐ
も
ら
え
る
老
附
年
金
は
年
制
二
十

七
万
九
千
円
。
到
の
平
均
舟
命
的
七
十

二
歳
ま
で
に
は
行
九
十
六
万
円
、
女
性

旧
今
金
季
節
保
育
所
内
建
物
を
今
金

市
街
地
の
お
年
部
り
た
ち
の
集
会
場
に

し
よ
う
と
、
四
月
か
ら
改
修
工
事
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
五
月
十
三
日

(4) 

過
ぎ
た
た
め
、
掛
け
金
を
納
め
る
こ
と

も
受
け
つ
け
る
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た

則
川
を
い
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
強
制
加
入
の
対
象
者
で
あ

り
な
が
旬
、

一
度
も
加
入
し
な
か
っ
た
、

あ
る
い
は
で
き
な
か
っ
た
人
も
、
年
金

制
度
の
上
で
は
そ
の
全
期
間
が
時
効

と
い
う
扱
い
に
な
っ
て
い
ま
す
。
従
っ

て
ニ
の
時
効
に
よ
っ
て
年
金
が
も
ら
え

な
く
な
っ
て
い
る
人
は
多
い
わ
け
で
す
。

た
と
え
ば
、
ニ
れ
ま
で
う
っ
か
り
し

て
い
て
、
強
制
加
入
だ
っ
た
の
に
加
入

の
手
続
き
を
せ
ず
、
気
が
つ
い
た
と
き

こ
は
、
も
う
そ
れ
か
ら
あ
と
の
掛
け
金

を
納
め
る
期
間
が
短
過
ぎ
て
、
役
場
町

窓
口
で
加
入
を
断
ら
れ
た
方
も
い
る
は

ず
で
す
・
こ
う
い

っ
た
人
は
、
こ
ん
ど

の
特
例
納
付
で
六
十
五
成
か
ら
の
老
僻

年
金
な
ど
が
ち
ゃ
ん
と
受
け
ら
れ
る
よ

、
ヲ
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
現
在
は
任
意
加
入
の
扱
い
に

な
っ
て
い
る
人
で
も
、
過
去
に
商
庖
主

で
あ
っ
た
と
か
、
そ
の
奥
さ
ん
で
あ
っ

た
と
か
、
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
の
奥
さ
ん
が

結
婚
前
に
家
の
手
伝
い
を
し
て
い
た
と

か
い

っ
た
強
制
加
入
の
期
間
も
特
例
納

付
が
で
き
ま
す
。

納
付
で
き
る
年
齢
の
上
限
は
、
明
治

四
十
凶
年
四
月

一
日
以
降
の
生
ま
れ
の

人
ま
で
で
す
.

正

規

よ

り

割

高

マ
特
例
保
険
料
は

一
ヵ
月
分
四
千
円
。

正
規
の
保
険
料
は
月
額
二
千
七
百
三

は
平
崎
七
十
七
歳
で
す
か
ら
も
っ
と
多

く
受
け
取
る
こ
と
に
な
り
、
掛
け
金
は

二
年
ほ
ど
で
も
と
が
と
れ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
未
加
入
や
滞
納
な
ど
で

年
金
が
、
も
ら
え
な
く
な
っ
て
い
ま
す

物部
ち
こ
ぼ
れ
仰
の
人
な
ど
は
、
こ
の
般

後
の
チ
ャ
ン
ス
に
国
民
年
金
に
加
入
し

て
く
だ
さ
い
。

特
例
納
付
が
で
き
る
期
間
は
.
本
年

七
月

一
日
か
ら
五
十
五
年
六
月
三
十
日

ま
で
で
す
。

次
回
は
、
こ
内
部
ち
こ
ぼ
れ
の
い
ろ

い
ろ
な
ケ
ス
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

完
成
し
、
"
老
人
の
家
。
と
し
て
使
わ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

今
金
市
街
地
の
お
年
寄
り
た
ち
は
、

こ
れ
ま
で
旧
公
民
館
や
母
と
子
町
家
な

ど
を
利
用
し
て
は
い
た
も
の
の
、
老
人

ク
ラ
ブ
町
会
只
百
人
が
集
ま
る
に
は
施

設
が
狭
く
、
早
く
老
人
間
吋
刷
の
施
設
の

建
設
が
望
ま
れ
て
い
ま
し
た
.

そ
の
た
め
町
で
は
、
今
年
四
月
、
今

金
保
育
所
の
新
築
に
よ
り
使
用
し
な
く

な
っ
た
旧
今
金
季
節
保
育
所
を
改
修
工

事
刊
行
三
十
三
万
円
を
か
け
て
怠
人
の

家
に
改
修
し
た
も
の
で
す
。
完
成
し
た

老
人
的
家
は
、
五
十
八
丘
町
新
し
い
た

た
み
の
大
広
間
と
な
り
、
五
月
十
五
日

に
は
、
さ
っ
そ
く
老
人
ク
ラ
ブ
の
み
な

さ
ん
が
H

花
見
町
会
H

を
か
ね
て
引
越

し
祝
い
を
聞
き

「
こ
れ
で
毎
囲
気
軽
に

み
ん
な
が
集
ま
れ
ま
す
」
と
に
ぎ
や
か

に
歌
や
帥
り
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

(5) 
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、わが家のフフイドル

お
年
寄
り
を
尊
敬
し
労
わ
る
心
で

老
人
ク
ラ
ブ
協
力
会
を
結
成

苦
雌
な
時
代
町
郷
土
づ
く
り
に
ご

苦
労
を
重
ね
て
き
た
お
年
寄
り
に
、

感
閣
と
思
返
し
の
気
持
ち
か
ら
、
老

人
7
ラ
ブ
の
活
動
の
た
め
に
自
分
た

ち
の
手
で
何
か
役
立
つ
こ
と
を
し
よ

う
!
と
、
神
丘
地
区
で
は
‘
こ
の
ほ
ど

老
人
ク
ラ
ブ
の
協
力
会
を
結
成
し
ま

し
た
。
昭
和
四
十

一
年
、
市
街
地
の

今
金
に
つ
き
二
番
目
に
早
く
開
設
L

P桶
丘
の

t
人
ク
ラ
ブ

(会
長
山
本

将
作
さ
ん
)
町
会
以
は
、
現
布
、
六
イ

凶
人
的
大
世
加
で
、
い
ま
民
業
を
悦

む
の
は
三
.
凶
代
目
的
人
た
ち
が
ほ

と
ん
ど
.
今
日
あ
る
み
の
り
民
か
な

穀
倉
地
怖
を
あ
ら
し
め
た
の
も
侃

に
老
人
ク
ラ
ブ
町
会
円
以
の
ご
苦
労
が

あ
っ
た
れ
ば
こ
そ
ー
と
い
う
敬
芯
と

感
謝
の
気
持
ち
か
ら
す
で
に
先
代
か

ら
引
き
継
い
で
常
践
に
励
む
後
継
者

世
部
二
十
戸
内
賛
同
を
得
て
、
こ
の
協

力
会
を
発
足
し
た
も
の
で
す
。

発
起
人
の
一
入
、
目
我
井
寛
治
さ
ん

は

「時
代
の
進
展
に
よ
り
今
や
老
嚇
化

社
会
的
時
代
が
到
来
、
私
た
ち
も
や
が

て
は
老
人
ク
ラ
ブ
の
会
員
の
仲
間
に
な

る
身
で
す
。
こ
う
し
た
社
会
の
中
で
、

老
人
を
円
依

L
.
お
年
寄
り
を
労
わ
る

気
持
ち
を
こ
の
神
丘
に
ぜ
ひ
育
て
て
い

き
た
い
」
と
話
し
合
い
の
あ
る
明
る
い

郷
ー
づ
く
り
の
心
を
品
川
っ
て
い
ま
す
.

主
人
ク
ラ
ブ
向
山
本
会
長
は

「私
た

ち
は
年
広
い
た
も
の
ば
か
り
で
す
が
、

来
い
人
た
ち
の
支
援
に
よ
り
、
こ
れ
か

ら
も
相
会
に
役
立
つ
老
人
と
し
て
活
動

し
て
行
き
た
い
。
そ
の
た
め
に
も
社
会

奉
仕
を
秘
極
的
に
続
け
、
会
員
同
健
康
‘

体
力
づ
く
り
の
た
め
に
高
齢
者
レ
ク
リ

エ
ン
ョ
ン
な
ど
へ
も
参
加
し
た
い
」
と

記入文字 ③(棉ITa)それぞれ

の持唱で生かせ 火の用心@自

拍省消防庁、日本明書保険協合
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らオLておりま -j-. 

最近は個々のftljtHJ岨売が行れて

います町で、セールスマン円甘宮

に惑わされることなく必聾なも円

かどうか、提約する 1111にもう一度

よく考えてみてください.

か うまい路はそうあるものではあ

りません.く れぐれもご用心を H

既に陣容に会われた方がいる場

合は役場商工観光臨または枯山支

庁仕掛盟内情費生活相官炎所へお知

らせください.

・ 78防火ポスターデザイン轟轟

日本航空一時険協会では.保年駄

の全国火災予防巡動に協力して広

〈 粧のみなさんから防火ポスタ

のデザインを事』ねしています.

b応事作品=制作は伽l人 グループ

を問わず、作品は何山でもよい

b姐楠=大きさ B 2 'j!IJ (タテ73

cm相竜52cm) f~イ史JlJ グ)" ~;f.、 ノレリL返り

色散 枇町白地を除いた 4色で

ポスターカラーイ士」ニげ、 4色で

合成さ札た色は何色でもよし」

但し色用紙佐用は l色とする.

7月つ巴-7月31日まで

量点目標=地域活動の推進によ

る青少年の非行防止

社会を明るくする運動は、す

べて¢国民ガ犯罪の防広と罪を

犯したJ疋ちの更生について理
解を深め、それぞれの立場にお

いて力を合せ明るい社会を掻こ

うとする運動です。

町民b怠さまのご理解とご協

刀のほどを切!とお願いします。

怠お、この運動E一環として昨

年に引き続き「道南地方中学生

往明標語入りポスター」を蕗集

します。詳しいごとは各申学根

巳通知しま守ので多叡応募して

ください。

柱明運動は法務省ガ主唱U全
国的に展開されます万、地取の

保護司会ガ主体となって行われ

ており、保重量司は白ごう犯罪の

防正と犯罪者の更生のだ位こ銘

力するのガその範務です。

合金町では次の方々ガ保謹司

に委嘱されております。

吉田辰雄(末広町)大直行鑑

(昭和町)伊麓トミノ(南町)

平井富{山(大和町〕石井照子

〔亭町〉中村拓吉 (穫111)佐
藤多仁吉(謹11J)村上常総(八
束〉岡田広(美利河)

(6) 

社会を明るくする運動

力
強
く
結
っ
て
い
ま
す
。

協
力
会
の
役

μは
次
の
と
お
り
で
す
.

7
会

長

平

野
市
雄
マ
刷
会
長
白
山

昭
作
マ
会
計
む
必
山
本
起
山
内
マ
監

市
中
河
回
光
語
、
財
元
駒
蔵

画
感
謝
し
ま
す
圃

-
社
協
愛
情
銀
行
に
預
託

・
払
い
出
し

マ
白
田
羽
二
さ
ん
(
大
和
町
)
か
ら
病

気
全
快
祝
返
し
を
や
め
て
各
二
万
円

を
並
存
閣
と
光
の
虫
学
園
へ

マ
大
倉
啓
太
郎
さ
ん
(
昭
和
町
)
か
ら

三
千
円
を
光
町
虫
学
凶
に
.
二
千
円

を
小
百
合
保
行
凶
へ

マ
棚
級
制
次
郎
さ
ん

(市
栄
町
)
か
ら

二
万
円
を
愛
情
銀
行
必
金
へ
、
各
一

万
問
砂
川
U
H
吋
闘
と
光
の
虫
学
刷

へ

そ
れ
ぞ
れ
野
付
さ
れ
ま
し
ア
ョ

に
納
め
よ
う

町
民
税

道納
期
内

月

期
》

十
日
ま
で

'"、

原動機付自転車両免酔民監を 7

月 7日 出午桂 1時、北陸山町中

世公民館で型地します.

受験申閉山は 6月28-30臼まで

に北桂山瞥県明へ印かん、住民時

写真 i位 (30X24ミリ)に手数料

6叩問を添えて申L.jbみください。

・ 7月的体目当番医

2日今金町国保摘院E②0221

9日市l棚町惜崎医院ft 3022 

16日今金町市田医院E ② 0324

23日 北桧山町国樺荊院官⑤ 5321

30日今金町岩川医院E ②0057

‘ある 自のあなた・ :平 l~をき Lあげます

.北海道の花を募集

今年はJJn.i立110川年に当たり、
道では記念)J';.車内 iつとして「北

海道的花」を選定することになり

辺氏から止の要令:tiて'lrJISします. 
. 1.たちの郷土には、雄大な白黙

を背批に北国内訳鵬、凪土のなか

でyiち 且附され、組 Lまれてい

る沢山町花 があ リますが宇暗証

験拘により次円 6踊献を幌醐花に

法的、こ町中から道民に選んでも

らうことにしました.

b 腕 liII花は①エゾエンゴサク② ミ
ズパンヨウ③オオパナノエンレ

イソウ③スズラン⑤エゾヤ7 ザ

タラ⑥，、?ナス =円 6櫨鮪

b応耳方法は .U割はがきにこの

6つの花町中から 1つを選び、

住所、氏名(ふりがな)、年齢、

職能(児窓生徒、学生町掛合

は年棋名)と郵世番号を明記し

干 060- 91 札帆市中央区北 3酉

6 道庁生活環境部まで. 1人

l佐です.締め切りは 7月 10日

{当 日消印有刺)

お
弁
当
持
ち
で
は
り
き
る

⑥@@⑤⑮ 

マ
マ
さ
ん
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

毎
辺
、
火
叫
目
的
午
前
中
広

い
総
A
H
体
育
館
に
は
小
さ
な
子

ど
も
さ
ん
を
つ
れ
た
若
い
?
?

さ
ん
た
ち
が
に
ぎ
や
か
に
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
を
楽
し
ん
で
い
る
。

町
教
委
が
気
軽
に
ス
ポ
ソ

を
楽
し
ん
で
も
も
匂
お
う
と
始
め

、
フ
か

つ
な
話

マ
我
が
子
へ
の
レ
ッ
テ
ル

五
月
号
で
述
べ
ま
し
た
よ
う
に
、
子

ど
も
の
良
い
占
…
を
認
め
て
ホ
メ
ル
こ
と

を
忘
れ
て
い
る
う
ち
に
、
だ
ん
だ
ん
と

悪
る
い
意
味
で
わ
が
子
に
レ
ソ
テ
ル
を

は
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

子
ど
も
が
四
年
生
ご
ろ
に
な
る
と
税

の
手
に
負
え
な
く
な
り

「
ど
う
せ
勉
岳

が
き
ら
い
な
ん
で
し
ょ
う
・

遊
ん
で

ば
か
り
い
な
さ
い
ヨ
.
成
紛
が
ど
う
な

っ
た
っ
て
、
あ
は
た
が
困
る
だ
け
で
す

か
ら

.
」
「
九
十
点
e

・e
・-百
占
何

人
も
い
る
ん
で
し
ょ
う
.
学
校
で
・

な
に
を
勉
曲
し
て
く
る
の

己

子
ど
も
の
学
力
が
テ
ス
ト
の
点
だ
け

で
判
断
さ
れ
、
親
の
頭
町
中
は
い

つ
の

間
に
か
、
ー
ど
う
し
て
、
こ
の
子
は
こ

ん
な
に
デ
キ
が
悪
い
の
だ
ろ
う
と
い

投票日は 7月14日

。選準円台示 日 7月 7日幽

O立f~足補者市i /lJJtllHlJ 

7月7日 ω - 8日 ω

選挙される定数は10人なので

立候補者が10人までの場合は

t.Q: r:~ は f守わなぃ

0不在者投抗的でき るlUII日1

農業委員会委員選挙

ノ

た
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室
が
、
今
で

は
す
っ
か
り
自
分
た
ち
の
仕
活
の

中
の
ス
ポ

y
と
し
て
取
り
入
れ

ら
れ
、
い
っ
と
は
な
し
に
毎
週
火

脳
内
午
前
十
時
に
は
十
五
人
ほ
ど

の
?
?
さ
ん
が
集
ま
り
午
後
二
時

頃
ま
で
練
河
す
る
熱
心
さ
。
「
子

ど
も
と

一
絡
の
た
め
お
弁
当
持
参

組
が
多
く
、
ま
た
、
こ
れ
が
だ
ん

ら
ん
の
場
に
な
リ
楽
し
い
ひ
と
と

き
で
す
己
(中
間
千
枝
子
さ
ん
、市

栄
町
)
し
か
し
、
悩
み
は

「日
出

向
練
刊
に
桁
持
者
が
ほ
し
い
」
(
水

刑
判
宵
令
チ
さ
ん
紋
町
)
と
は
い

え
、
熱
心
な
練
刑
い
よ
り
は
桧
山
包

内
で
も
江
差
町
と
優
勝
を
嫁
ヲ
ほ

ど
に
上
達
健
康
で
明
る
い
7

7

さ
ん
は
益
々
大
張
り
き
り
で
す
。

う
悩
み
だ
け
が
大
き
く
な
っ
て
い
く
よ

う
で
す
。
子
ど
も
が
自
由
に
へ
理
問
を

い
え
る
と
し
た
ら

『お
と
う
さ
ん
、
お

か
あ
さ
ん
、
ど
う
し
て
こ
ん
な
デ
キ
の

惑
い
ポ
ク
を
生
ん
だ
の
だ
ろ
う
』
と
い

わ
れ
か
ね
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

デ
キ
が
惑
い
と
悩
む
だ
け
で
、
勉
扇

町
目
あ
て
や
方
法
に
つ
い
て
説
明
す
る

コ
ト
が
で
き
な
く
な
り
、
イ
ヤ
ミ
な
コ

十
パ
だ
け
く
り
か
え
し
吐
き
だ
さ
れ
る

の
で
す
。

子
ど
も
は
、
イ
ヤ
ミ
な
セ
リ
フ
を
聞

き
慣
れ
て
い
る
間
に

『
e

ど
う
せ
、

ポ
ク
は
顕
が
惑
い
か
ら

」
と
か
、

「お
か
あ
さ
ん
が
よ
く
い
う
じ
ゃ
な
い

か
。
お
ま
え
は
覚
え
が
悪
い

っ
て
」

と
カ
y
ト
な
っ
て
い
る
親
の
気
に
さ
わ

る
よ
う
な
こ
と
を
平
気
で
い
う
占
ヲ
に

な
り
ま
す
。
そ
し
て
カ
ミ
ナ
リ
を
落
し

て
一
巻
町
終
わ
り
と
な
る
わ
け
で
す
.

レ
ッ
テ
ル
を
親
が
は
っ
て
い
る
と
も
し

ら

ず

に

。

(

つ

づ

く

)

(
神
丘
小
学
校
長

西
里

員
嘉
)

0 7月 7EI-13日まて'

0午前8時30分~午後 5時

0土 日叫日も町選挙管理委

n会で投ダ':{できます.
。その他 昨しいことは役場総

務課ー選管事務局にお問い合

わせ〈ださい.

(7) 



(B) 

-
一
人
で
潔
境
美
化
に
励
む
川
村
さ
ん

き
わ
や
か
主
紋
が
色
づ
く
H
月
、
街

路
町
的
問
附
J
U
祁
立
が
の
び
ほ
う
だ
い
。

そ
の
ぷ
取
り
を

V
捌
か
」
リ
一
人
で
コ
ソ

コ
ツ
と
ク
ワ
キ
」
似
っ
て
い
る
人
H
H
川
村

川
太
郎
さ
ん

(幻
歳

・
尚
美
町
)
本
当

に
ご
円
刀
き
ま
。
1
4
UH年
町
長
い
間

郵
似
配
述
で
鍛
え
た
か
h

だ
と
は
い
え

ル
可
抗
け
て
い
る
こ
と
に
以
が
下
り
ま

す
り
と

y
カ
い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
。

緑
と
花
の
あ
ふ
れ
る
街
に

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
球
根
の
掘
り
主
げ

四
月
下
旬
か
り
五
月
い
っ
ぱ

い
ま
で

眠
い
た

7
ロ
カ
ス
、
ヒ
ヤ
ン
ン
ス
、
水

仙
、
チ
ュ
リ
リ
r

プ
な
ど
は
、
六
月
下

旬
か

均
七
月
中

・
下
旬
に
か
け
て
葉
い
か

黄
ば
ん
で
き
ま
す
。
こ
れ
は
地
中
に
新

し
い
球
似
が
で
き
て
休
眠
に
入
る
し
る

し
な
の
で
す
。
こ
の
よ
ヲ
仁
な
っ
た
ら

球
般
を
刷
り
上
げ
て
秋
ま
で
山
政
し
て

お
き
ま
す
。
し
か
し
、
球
恨
の
す
べ
て

=広級=

トヒベyクス

試
し
掛
り
を
行
勺
て
新
し
い
球
似
の
外

肢
が
大
部
分
治
色

(茶
間
色
)
し
は
じ

内
て
い
た
ら
組
制
で
す
ロ
円
i
過
ぎ
て
'
川

い
よ
う
で
あ
れ
ば
そ
の
ま
ま
即
め
て

色
づ
く
の
を
待
%
ま
す
。
宇
刷
り
し
た

球
以
は
背
カ
ピ
が
生
え
や
す
く
刊
労
し

ま
す
。
取
り
上
け
の
要
領
と
注
意
は
、

附
天
が
い
札
い
て
j
が
よ
く
位
い
て
い
る

時
に
細
る
と
刷
り
上
げ
が
い
台
易
で
山
内

恨
む
く
さ
リ
に
く
い
の
て
す
。
山
明
る
川

ほ
株
の
ま
わ
り
か
り
て
い
ね
い
に
ゴ
ル
』

明
り
起
こ
し
、
球
桜
に
似
を
つ
け
な
い

よ
う
註
立
す
る
。
刷
リ
上
げ
た
球
似
は

化
問
主
ど
に
広
げ
、

j
が
孫
ち
や
す
く

な
る
ま
で
約

一
円
位
乾
燥
さ
せ
ま
ヤ
。

J
や
川
川
、
仙
れ
葉
な
ど
を
取
り
除
い

た
球
棋
は
、
業
を
付
け
た
ま
ま
軒
下
4

と
に
つ
る
し
て
乾
か
す
か
、
ま
た
は
ザ

ル
か
ス
ノ
コ
、
戊
い
折
り
約
に
花
べ
て

陰
干
し
ま
す
。
こ
の
問
中
川
カ
ピ
の
光
生

を
防
ぎ
、
約

一
今
月
位
位
保
し
て
か
ら

山
皮
や
山
似
を
除
い
て

一
球
ず
つ
に
わ

け
網
袋
の
よ

7
4も
の
に
入
札
、
で

き
る
だ
け
涼
し
く
て
、
胤
泊
し
の
よ
い

場
所
に
山
さ
ん
弘
を
越
さ
せ
ま
す
。

主
お
、
こ
の
球
似
る
い
は
キ
ス
ミ
町

大

M
物
主
的
で
、
物
世
な
ど
に
は
刊
か

な
い
よ
7
似
竹
功
一
昨
に
つ
い
て
は
く
れ

ぐ
れ

L
灯
心
し
て
く
だ
さ
い
。

七
月
宋
に
は

琢
棋
を
錨
り
土

げ
き
し
よ
う

考言

川
村

正

夫

1
岐

部

弘

千

栄

町

九

山

友

平

l
山

足

利

了

葬
A
判
河

口
前
位
，
巾
H
U
山
山
美
栄
了
綜

町

船

木

尖

H
H
伊

沢

山

也

京

町

MU
M

U

一HH米
間

出
子
叩
氏
、

U升

川
お
く
や
み
も
う
し
あ
げ
ま
す

県

川

秀

雌

-
ー
寸
六
必
阿

川

川
山
叩
一

h
十
九
歳

山

一山

ト八例

ノ

ブ

八

|
仁
川
崎
神

円

悶
お
た
ん
じ
よ
う
お
め
で
と
う

全

出

む

じ

4
九
川
崎
大
和
町

秋
山
絵
時
間
本
%
(
ML
夫

長

女

)

上

中

町

末

広

町

(
h月
分
)

先
行
-
語

道

今
金
町
仇
内
リ

聖

/
世
内

臣

官

印

刷

/
納
長
門
出
版
柾
日

6

幻

住民の~ll慾

，j'iDに
比べて

人口 9.412(ト14) 
~) 4.(i17 (+ 6) 
立 4.795(+8)
iI土仙 2.694(1 4) 

(5lulu刷の)
fJ!(W本ti刷J人口

を
こ
の
時
期
に
府
リ
卜
げ
な
く
て
は
な

ら
な
い
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

丈
夫
皇
民
映
き
水
仙
主
ど
の
小
球
恨

は
堀
リ
上
げ
た
後
の
ゆ
H
即
が
必
い
と
特

に
附
敗
し
や
す
い
の
と
、
秋
に

Mm
え
付

け
る
の
を
忘
れ
や
す
い
た
め
、
一
「
土
二

年
間
は
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
ほ
う
が

良
い
よ
う
で
す
。

刷
り
上
げ
時
期
は
茎
繋
が
州
れ
た
後


